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漢
字
と
和
訓
と

―
筑
紫
万
葉
歌
人

の

一
方
法
―

松

田

浩

は
じ
め
に

 

『
万
葉
集
』
は
歌

の
集

で
あ

る
。

し
か
し

、
そ

こ

に
集

め

ら
れ

た
歌

々

は

音
声

そ

の
も

の
と
し

て

で
は
な
く
、

文
字

に
よ

っ
て
記

載

さ
れ

た
も

の

と

し

て
あ
る
。

テ
キ

ス
ト
と

し
て

の

『
万
葉
集

』
は
、

「視

覚

を
通

し

て
享

受

す

る

「
文
字

の
文
学
」

に
変
貌

を
遂
げ

て

い
る
」

と

の
犬
飼

隆
氏

の
指

摘

が
あ

る
如

く
、

文
字
化

さ

れ
た
歌

は
、
文
字

に
よ

っ
て
再
現

し

う

る
音

声

と
し

て

の
ウ
タ

で
あ

る
と
同
時

に
、

そ

の
表

記

に
よ

っ
て
喚

起

さ
れ

る

イ

メ
ー
ジ
ま

で
を
も
含

め
た
作

品

で
あ
る

と
言
え

る
。

 
表

記

に
よ

っ
て
作

り
上
げ

ら
れ

る
表
現

世
界

に
対

し

て
、

特

に
鋭
敏

か

つ
前
衛

的

で
あ

っ
た

も

の
が
人
麻

呂

で
あ

っ
た
こ
と

は
稲

岡
耕

二
氏

の
研

究

に
詳

し

い
。

中

で
も
人
麻

呂
歌
集

略
体

歌

(古

体

歌
)

に

お
け

る
、
漢

字
が

字
義

と
し

て
目

か
ら
齎

す
情
報

と
、

こ

れ

に
充

て
ら

れ

る
和
訓

と

の

二
重
性

と
を
利

用
し

た
、

「掛

文
字

」
と
も

言
う

べ
き
表

記
方

法

は
、
書

か

れ
た

も

の

・
読

む
も

の
と

し
て

の
歌

の
持

つ
特
性

を
大

い
に
活

か
し

た
も

の
と
し
て
注

目
さ
れ

る
。
例

え
ば
、

「
是

川

(十

一

・
二

四

二
七

他
)
」

の

表
記

は
、
ウ

ヂ
と
も
訓

読
が

で
き

る

「
是
」
字

を
用

い
て
地
名

「
宇
治

川
」

に
充

て
る

こ
と

で
、

川

の
名

た

る
ウ
ヂ
ガ

ハ
を
表

す

と
同
時

に
、
そ

の
字

義

に
よ

っ
て
、
表

現
主
体

が
宇

治
川

を
前

に
し
て

い
る

と

い
う
臨
場

表
現

を
可

能

に
す

る
。

 
人

麻
呂

の
他
、

旅
人

や
憶
良

に
代

表

さ
れ

る
筑
紫

万
葉

歌

人
た

ち

の
中

に
お

い
て
も
ま

た
、
記

載
文

学
と

し

て
の
歌

の
制
作

が
意

欲
的

に
行

わ

れ

た

こ
と

は
、
原

田
貞
義

氏

に
よ

っ
て
、

そ

の
書

簡
的

性
格

を
中

心

に
指
摘

さ
れ
る

と

こ
ろ
で
も
あ

る
が

、
本
稿

で
は
特

に
、
彼

ら
筑

紫

万
葉
歌

人

た

ち
の
、
漢
字

と
そ

の
訓

と

の
関

わ
ら
せ
方

を
利

用

し
た
方

法

的
特
徴

に
焦

点

を
あ

て
て
、

若
干

の
考
察

を
加

え

て
み
た

い
。

二
 
領
巾
庵
嶺
歌
群
前
文
の

「庵
」

 
巻

五

・
八
七

一
～

五

の
所

謂
、

領
巾
魔

嶺
歌

群

に

は
、

大

伴
狭

手
彦

と

そ

の
妾
松

浦
佐

用
姫

と

の
物

語
を

語

る
前

文

が
漢

文

で
記

さ

れ

て

い
る
。

 
 
大
伴

佐
提

比
古
郎

子
、

特
被

二
朝
命

一奉

二
使
藩

国

一。

礒

樟
言

帰
、
梢

 
 
赴

二蒼

波

一。
妾
也

松
浦

〈佐
用
娯
面
〉、
嵯

二
此

別
易

一、

歎

二
彼
会

難

一
。

 
 
即
登

二
高
山

之
嶺

一、
遥
望

二
離
去

之
船

一、
恨

然
断

レ
肝
、
賠
然
錆

レ魂

。

 
 
遂
脱

二
領
巾

一魔
之

。
傍

者
莫

レ
不

レ
流

レ涕

。
因

号

二此

山

一
日
二
領
巾
魔

 
 
之
嶺

一也
。

乃
作

レ
歌

日
、

 
こ

の
前

文

に
よ
れ
ば

、
大

伴
狭

手
彦

が
朝
命

を

承
け

て
藩

国

へ
と
赴

く
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に
、
妾

で
あ

る
松
浦

佐
用
姫

が

こ
れ
を

送
り
出

し

た
。

そ

の
際

に
佐

用
姫

は
自

ら

の
領
巾

を
脱

い
で
魔

り

 

 
「遂

脱

二
領
巾

一魔

之
」
、

そ
れ

に
よ

っ

て
こ
の
山

は

「
領
巾
鷹

嶺
」
と
名

付

け
ら

れ
た
ー

「
因
号

二此

山

一
日
二
領

巾
魔

之
嶺

一也

」
、

と

い
う
。
固
有

名
詞

で
あ

る

こ
の
山

の
名
称

「
領

巾
魔

嶺
」

が

ヒ

レ
フ
リ

ノ

ミ
ネ
と
訓

ま
れ

る

こ
と
は
、

同

じ
く

こ
の
山

の
伝
承

を
伝

え
る

『
肥
前
国

風
土

記

(
乙
類
)
』

に

、

 
 
松

浦
県

。
々
東

六
里
、

有

二被

揺
琴

一。
〈破
揺
、
比
礼
府
離
。〉
…

(中

略
)

 
 

…
離
別

之
日
、
乙
等
比

売
、
登

二望

此
峯

一、
挙

レ
岐
揺

招
。
因

以
為

レ
名
。

と
、

「
岐
揺

琴
」
の
名

称

に

「被

揺

は
此
礼
府

離

な
り
」

の
訓
注

が
あ

る

こ

と

か
ら
も
明

ら

か
で
あ

る
。

ま

た
、

『肥

前

国
風
土

記

(甲
類

)
』

に

お

い

て
は

「摺

振
峰

」
と
記

さ
れ

る
が
、

「
摺
振

」
が

ヒ

レ
フ
リ
と
訓

ま

れ
る

こ

と

に
疑

い
は
な

い
。

当
然

、
当

該

の

「
領
巾

魔
嶺

」
も

ま
た

「
ヒ

レ
フ
リ

ノ
ミ
ネ
」
と
訓

ま
れ
る

べ
き
も

の

で
あ

り
、

「
脱

二領

巾

一魔
」
も
そ

の
行
為

が
山

の
名
称

と
な

っ
た

の
で
あ

る

か
ら

「
領

巾
を

脱

き
て
鷹

る
」

と

い
う

よ

う

に

「魔

」

の
字

に

「
フ
ル
」

と

い
う
訓

が
与

え

ら
れ

て

い
る
と
見

て

間
違

い
は

な

い
で
あ

ろ
う
。

 

さ

て
、

「
魔
」
に
は

フ

ル
の
訓

が
与

え
ら

れ

て

い
た

と

い
う

こ

と
を
確
認

し
た
上

で
、
風
土

記

に
お
け

る
領
巾
魔

嶺

の
伝

承

に
お

い
て
、

こ

の
「鷹

」

に
あ
た

る
部
分
を
確

認

す
る

と
、

 
 

大
伴
狡

手
彦
連

、

発
船

渡

二
任
那

一之
時

、
弟

日
姫

子
登

レ
此
、

用

レ摺

 
 

振
招
。

因
名

二
摺
振
峰

一。
 
 

 

 

 

 

 
 

 

(甲

類
風

土
記

)

 
 

離
別

之
日
、
乙
等
比

売
、
登

二望

此
峯

一、
挙

レ
岐
揺

招
。
因
以

為

レ名

。

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

(
乙
類
風

土
記

)

の
よ
う

に
、
「摺

を

用

て
振

り
招
ぎ

き
。
」
(甲
類

)
、
「破

を
挙
げ

て
揺

り
招

ぎ

き
。
」

(乙
類
)
と
、
領
巾

を

「
振

(揺

)
」
る

と

い
う
行

為

を
以

て

「招

」

い
だ

こ
と
が
明

記
さ

れ

て

い
る
。
当
然

訓
読

の

レ
ベ

ル
に
お

い
て
も
、
「
ブ

リ
ヲ
グ

」

の
で
あ

っ
て
、
和

訓

の
上

に
も
領

巾
を
振

る

と

い
う
行
為

の
目

的

が
示

さ
れ

て

お
り

、
当

該
前
文

の

「
フ
ル
」

と
は
そ

の
目
的

の
有

無

と

い
う
点

で

一
線

を
画

し

て

い
る
。

 

こ
の
よ

う

に
風

土

記

の
伝

承

と

当

該
前

文

の
記
述

と
を

比

べ

て
み

る

と
、
前

文

の
領

巾
振

り

の
行
為

に
お

い
て
は
、

そ

の
目
的

が

示
さ

れ

て

い

な

い
か

の
如

く

に
見

え

る
。
伊
藤

博
氏

は
、

こ
の
前

文

に

つ

い
て
、

 

 

(前

文

は
)
松

浦
佐

用
姫

が
具
体

的

に
何
を

目
的

に
し

て
袖

を
振

っ

 

 

た
か

に

つ
い
て
は
触

れ

て

い
な

い
。
領

巾

に
は
呪
力

が

あ
り
、

そ

れ

 

 

を
振

れ
ば

念
願

が

か
な
う

と
さ

れ

て

い
た
当
代

に
あ

っ
て
は

、
念

願

 

 

が
船
よ
帰

れ

と

い
う

こ

と

に
あ

っ
た

の

か
、
船

に
追

い

つ
き

た

い
と

 

 

い
う

こ
と

に
あ

っ
た

の
か
、
理

を
重

ん
ず

る
人
を

即
座

に
襲

っ
た

疑

 

 
問

で
あ

っ
た
だ

ろ
う

と
思

う
。

と
述

べ
ら

れ
る
。
前

文

を
素
直

に
訓

読
す

れ
ば
、

ま

さ
に
氏

の
指
摘

の
如

く

で
あ
る
。

し

か
し
、

こ

の
よ
う

に
目
的

が
示

さ
れ

て

い
な

い
よ

う

に
見

え

る
の
は
、

偏

に
、

前
文

に
お

い
て
意
図
的

に

「
鷹
」

に

「
フ
ル
」

の
訓

が
与

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

に
よ
る

と
考

え
ら

れ
る

の
で
あ

る
。

 

抑

も
、

「鷹

」
の
字

は
、
例

え
ば

『
類
聚

名
義

抄
』
で
は

「
サ

シ

マ
ネ

ク
」

と
訓

ぜ
ら

れ
、
西

本
願
寺

本

万
葉
集

に
も

「
サ

シ

マ
ネ
ク
 

イ
」

と

の
異

本

注

記
が
左

訓

と
し

て
見
ら

れ
る

よ
う

に
、

一
般

的

に
は

「
フ
ル
」

と
訓

を
与

え
ら

れ
る
漢
字

で
は
な

い
。

つ
ま

り
、
当

該

の
前

文

は
、
本

来

「
フ

ル
」

と
読

ま
れ

る
こ
と

の
な

い
漢
字

に
固

有
名

詞

ヒ

レ
フ
リ

ノ
ミ
ネ

を
利

用
す

る

こ
と

に
よ

っ
て

フ
ル
の
訓

を
与

え

て

い
る

の
で
あ

る
。

な

お
、

西

本
願

寺

本

以
下

の
諸
本

に
サ

シ

マ
ネ

ク

の
異

本

注
記

が

存

す

る

の

は
、

「
魔

」

の
字

に
対

し

て

一
般

的
な

訓
が
定

着

し
た
時

代

の
訓

読

1

「魔

」

  一 2一



は

サ

シ

マ
ネ

ク
と
訓
ず

べ
き

漢
字

で
あ

る
と

の
認

識

の
定

着

以
後

の
訓
読

1
が
反
映

さ

れ
た
結

果

で
あ

る
と
考

え

て
よ

か
ろ
う
。

 
前

文

に
よ

っ
て

フ

ル
の
訓

を
与

え
ら

れ
た

「鷹

」

の
字

は

「
摩
、

族
旗

之
属

、
所

二
以
指

揮

一也

。

(
玉
篇
)
」

と
あ

る
よ

う

に
、
指

図
旗

を
意

味

す

る
。

当
該

例

の
如

く

に
動
詞

と
し

て

の
使

用
例

を
漢
籍

に
確

認
す

る
と
、

 
 

鍛
叔

盈

又
以
二
蟄

弧

一登

、
周
鷹

而
呼

日
、

「
君
登
 

」
。

鄭
師
畢

登
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
『春

秋
左
氏

伝
』

隠
公

一

一
年

秋
七

月
)

 
 

(蝦
叔

盈

は
軍
旗

を
も

っ
て
城

壁

に
登
り
、

周
く
鷹

し

て

「
わ
が
君

 
 

 

は
登

っ
た
」
と
呼

び

か
け

る
と
、
鄭

の
軍
勢

は
皆

城
壁

に
登

っ
た
。
)

 
 

奪

二其

印
符

一、
魔

二
召
諸

将

一易

置
之

。 

 

 

(
『
漢
書
』

韓
信

伝
)

 
 

(漢

王

は
大

将

の
印
綬

と
兵
符

と
を

奪

い
、

諸
将

を
魔

召
し

て
更
迭

 
 

 

を
行
な

っ
た
。
)

 
 

乃
顧

魔

二左

右
執
戟

一、

皆
什

レ
兵
罷

。 

 

 

 

(『
漢
書
』

周
勃

伝
)

 
 

(縢

公

は
顧

み
て
左
右

の
執
戟

に
魔

す

る
と
、
執
戟

ら

は
武
器

を
伏

 
 

 

せ
て
罷

っ
た

。
)

な

ど
を
始

め

と
し

て
、
数
多

な

る
用
例

を
見

る
。
「
魔

」
は
、

軍
旗

を
も

っ

て
軍
勢

に
指
図

を
す

る
意

か
ら
、
兵

を
呼

び
集

め
る
、
下
が
ら

せ

る
と

い

っ

た
意

に
用

い
ら
れ

て

い
る
。

松
浦
佐

用
姫

の
場

合
も

、
「
脱

二
領
巾

一鷹
」
と

あ

る

こ
と
か

ら
、
肩

に
掛

け
て

い
た
領
巾

を
脱
ぎ

、

こ
れ
を

族
旗

の
如

く

に
振

っ
て
指
図

を
し

、
佐
提

比
古

を
招

き
寄

せ
よ
う

と
し
た

の

で
あ

ろ
う

こ
と
が

「鷹

」

の
字
義

か
ら

は
伺

え
る
。

当
該

の
前
文

で
は
、

こ
の
よ

う

な
字

義

を
持

っ
た

「鷹

」

の
字

に

「
フ
ル
」

と

い
う
訓

を
与

え

て

い
る

の

で
あ

る
。

 

当
該
前

文

の

「
魔

」

に
お

い
て
は
、
訓

読

の
上

で
は

「
フ

ル
」

の
み
が

与

え
ら

れ
、

そ

の
目

的
た

る

「
招
」

ぐ

こ
と

は
和
語

に
反
映

さ

れ
ず

に
字

義
の
み
に
託
さ
れ
て
い
る
。
言
う
な
れ
ば
、
「鷹
」
の
字
に
よ

っ
て
想
定
し

得
る
、
領
巾
を
旗
の
如
く
に
振

っ
て
佐
提
比
古
を
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
と

の
目
的
を
、
和
訓
を
利
用
し
て
包
み
隠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
そ
し
て
そ
の
上
で
、
こ
れ
に
続
く
和
歌
は
、

 
①
遠

つ
人
松
浦
佐
用
姫
夫
恋
ひ
に
領
巾
振
り
し
よ
り
負
へ
る
山
の
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(五

・
八
七

一
)

 
 
 
後
人
追
和

 
②
山
の
名
と
言
ひ
継
げ
と
か
も
佐
用
姫
が
こ
の
山
の
上
に
領
巾
を
振
り

 
 
け
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(五

・
八
七
二
)

 
 
 
最
後
人
追
和

 
③
万
世
に
語
り
継
げ
と
し
こ
の
丘
に
領
巾
振
り
け
ら
し
松
浦
佐
用
姫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(五

・
八
七
三
)

 
 
 
最
々
後
人
追
和
二
首

 
④
海

原

の
沖
行

く
船

を
帰

れ

と
か
領
巾

振

ら
し
け

む
松
浦

佐

用
姫

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

(
五

・
八
七

四
)

 
⑤
行

く
船

を
振

り
留

み

か
ね

い
か
ば

か
り
恋

し
く

あ
り

け

む
松

浦

佐
用

 
 

姫

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(
五

・
八
七

五
)

と
並

べ
ら

れ

る
。
右

の
①

か
ら
⑤

ま

で

の
歌

に
波

線

を
付

し

た
よ
う

に
、

そ

れ
ぞ

れ

の
和

歌

に
共

通

し

て
歌

わ

れ
る

の
は
、
松

浦
佐

用
姫

が
領

巾
を

何
故

に
振

っ
た

の

か
、

と

い
う

「
領
巾
魔

」

の
目
的

の
解
釈

で
あ

る
。

 

「夫

恋

し
さ

の
た

め
に
」
ー
①

、

「
山

の
名

と
し

て
言

い
継

げ

と

い
う

た

め

か
」

1
②

、

「
万
世

に
語

り
継
げ

と
」

-
③

、
「
沖

を
行

く
船

に
対

し

て

帰

っ
て
来

い
と

い
う

こ
と

で

か
」
1
④
、

「
去

っ
て
ゆ
く
船

を

(領
巾

を
振

る

こ
と

で
)
留

め

(よ
う

と
す

る
も
叶

わ
ず

)
」
ー
⑤

と

い
う

よ
う

に
、
各

人

(後
人

・
最

後
人

・
最

々
後
人

)
が

そ
れ

ぞ
れ

の
様

々
な
解

釈

を
追
和
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に
よ

っ
て
重

ね

て
行

く
。

井
村

哲
夫

氏

は
当
該

歌
群

の
和
歌

に
対

し
て
、

 
 
憶

良

は
、
佐

用
姫

に
自
由

な
解

釈
を

与

え
て

い
る
。
佐

用
姫

は
、
去

 
 

り
行
く

愛
人

の
船

を

「
振

り
招

く
」

(
『肥
前

国
風

土
記
』
)
た

め

の
呪

 
 
術

的
行

為

と
し

て
の

み
領

巾

を
振

っ
た

の
だ
が
、

そ

れ
を

「山

の
名

 
 

と
言

い
継

げ
」

「
万
代

に
語

り
継
げ

」
と

て
領

巾
を

振

っ
た

の
だ

と

い

 
 
う

の

は
、
憶
良

自
身

の
心
底

の
吐
露

に

ほ
か
な

ら
な

い
。

と
論
ぜ

ら

れ
る
。
確

か

に
風

土
記

に
見
え

る
伝

承
上

の
松

浦
佐

用
姫

は
「
振

り
招
」

い
だ

の

で
あ

る

が
、
当

該
歌
群

前

文

に
お

い
て
は
、

そ

の
行
為

の

目
的
を

和
語

に
反
映

さ

せ

て

い
な

い
。
「
魔

」
に
和

訓

「
フ

ル
」
を
与

え

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
何

の
た
め

に
領
巾

を
振

っ
た

の
か
を
漢
字

の
字
義

の
側

に

一
端

委

ね
、

こ
れ

に
対

し

て
和
歌

の
側

で
自

由
な
解

釈

を
積

み
重

ね

る

と

い
う

構
成

の
も

と

に
氏

の
指

摘
す

る
よ

う
な

心
底

の
吐
露

と

い
う

こ
と

を
可
能

に
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

 
初
発

の
歌

か
ら
、

後

人
、
最

後
人

と

「
フ
ル
」
目
的

の
解

釈
が
重

ね
ら

れ
た
上

で
、
最

々
後

人

に
至

っ
て
、
「
沖
行

く
船

を
帰

れ
と

か
」
領
巾

を
「
フ

ル
」
、

そ
し

て

「
フ

ル
」

こ
と

に
よ

っ
て
も

「行

く
船

を
留

み

か
ね
」
と
、

「
魔
」

の
本

来

の
字

義

で
あ

る
、
旗

を
振

る

こ
と

で
指

図

を
す

る
ー
帰

っ

て
く

る
よ
う

に
招

く

ー
と

い
う

こ
と
が
和

語

の
上

に
現
さ

れ
る
。

和
歌

に

よ

る
自

由

な
解

釈

の
積

み
重

ね

で
は

あ

り

つ

つ
も
、

最

終
的

に
前
文

の

「
魔
」

に
即
応

す
る

か
た
ち

で
、
最

々
後

人

の
歌

は
作

ら

れ

て

い
る

の
で

あ

る
。

も

し
前
文

の
ヒ

レ
フ
リ

の
行

為
が

風
土

記

の
如

く

に

「
振

招
」
或

い
は

「
揺
招

」

と
記

さ

れ

て

い
た

な
ら
ば

、
最

々
後

人

の

「
沖
行

く
船
を

帰

れ
と
か
」

と

の
疑

問

を
含

ん
だ
表

現

は
成

し
得
な

か

っ
た

の
で
あ
る
。

ま

た
、

当
該

の
前
文

が

、
漢
文

音
読

を
前

提

と
し
た

文

で
あ
れ
ば

、
「
魔

」

の
語
義

は
明

ら

か
で
あ

り
、
最

々
後

人

の
歌

の
よ
う

に
疑

問
を
挿

し
挟

む

こ
と

は
で
き

な

い
。

こ
の
点

で
、
当

該
歌
群

の
前

文
は
訓

読

す

べ
き
も

の

と
し

て
想

定

さ
る

の

で
あ

り
、

そ

の
訓
読

に
よ

っ
て
現

さ
れ

た
和
語

を
前

提

と
し

て
構
成

が

な
さ

れ

て

い
る

と

い
う

こ
と

が
確
認
出

来

る
。

 

こ

の
歌

群

に

お
け
る

「
後
人

」

は
、
虫
麻

呂

の
葦
屋
莵
原

娘

子

の
歌

に

 

 
…

 
長

き
世

の
 
語

り

に
し

つ
つ
 
後

人

の
 
偲

ひ

に
せ
む

と

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

(九

・

一
八
〇

一
)

と
あ

る
後

人

の
如

く

に
、

佐
用

姫

の
伝
承

を
聞

き
継
ぎ
、

語

り
継

ぐ
立
場

の
者

と
し

て
あ
る
。

そ

し

て
そ

の
後

人

ら
は
、

「魔

」
字

に
和
語

フ

ル
を
与

え
ら

れ
た
形

の
伝
承

-
佐

用
姫

の
目

的

が
隠

さ

れ
た
伝

承
を
、

聞

き
継

い

だ

と

い
う
立
場

で
作

歌

を
な

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

 

つ
ま
り
、

テ

キ
ス
ト

の
上

で
は
、

歌

と
前

文

と
が

一
体

と

な

っ
て

一
つ

の
歌
物
語

の
如

き

も

の
を
形
成

し

て

い
る

の
で
あ

っ
て
、

「
後

人
」
は
あ

く

ま
で
も

そ

の
登
場

人
物

と
し

て

の
役

割

を
果
た

し

て
い
る

の
で
あ

る
。
後

人

は
、
前

文

の
伝
承

を
聞

き
継
ぎ

、
語

り
継
ぎ

、
歌

い
継

ぐ
者

で
あ

る
が

、

あ

く

ま
で
も

口
頭
言

語

(和
訓

)

と
し

て

の
前

文
を
聞

き
継

ぐ
立
場

と

し

て
あ

る

の
で
あ

る
。

 

前
文

の

「魔

」
字

に
恣

意
的

な
和

訓

を
与
え

る

こ
と
で
、
前

文

の
領
巾

振

り

を
佐
用

姫

の
行
為

と

い
う
外

的
事
象

に
特

化

さ
せ
、

こ
れ

に
対

応

す

る
形

で
そ

の
行
為

を
行

う
佐

用
姫

の
思

い
に
和

歌
が
配

さ
れ

る
。

 

こ
こ

に
、

漢
字

に
い
か

に
和
訓

を
対

応
さ

せ
る

か
、

或

い
は
、

和
語

に

対
し

て
如
何

に
漢

字
を
充

て
る

か
と

い
う
方
法

、
即

ち
、
漢

字

と
和
語

と

の
恣
意

的
対

応
関
係

を
作

り
出

す

こ

と
に
よ

る
、

一
つ
の
方

法
が

あ

る
と

言

え

る

で
あ

ろ
う

。
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三
 
鎮
懐
石
歌
前
文
の

「
鎮
懐
」
と
和
歌
の

「御
心
」

 

右

に
見

た

よ
う
な

、
漢
字

と

そ

の
訓

を
巡

る
方

法

は
、
領
巾
鷹

嶺
歌

群

に
限
ら

れ

る
も

の
で
は

な

い
。

同
じ

く
巻

五
収
載

の
、

山
上
憶
良

の
所

謂

「鎮

懐
石

歌
」
に
は

、

前
文

と
和

歌

と

に
お

い
て

一
つ
の
漢
字

「
懐

」
の

訓

を
巡

る
ず

れ

の
如

き
も

の
が

見
ら

れ
る
。

 

 

 
筑

前

国
恰
土

郡
深

江
村

子
負
原

、
臨

レ
海

丘
上
有

二
二
石

一
。
大
者

長

 

 

 

一
尺

二
寸
六

分
、

囲

一
尺

八
寸

六
分

、
重

十

八
斤
五
両

、
小
者

長

 

 

 

一
尺

一
寸
、
囲

一
尺
八
寸

、
重

十
六

斤
十

両
。
並

皆
堕
円

、
状
如

二

 

 

 
鶏

子

一。
其
美

好
者

、
不
レ
可

二
勝
論

一。
所
謂
径

尺
壁

是
也

。
〈或
云
、

 

 

 
此
二
石
者
肥
前
国
彼
杵
郡
平
敷
之
石
。
当
レ占
而
取
之
。〉
去

二
深

江
駅
家

一二

 

 

 
十

許

里
、
近

在

二路

頭

一。

公
私

往
来

、
莫

レ
不

二
下

レ馬
脆

拝

一。

古

 

 

 
老

相
伝

日
、

「
往
者

息
長

足

日
女
命

、
征

二
討
新

羅
国

一之
時
、

用

二

 

 

 
薙
両

石

一、
挿

二著

御
袖

之
中

一、
以
為

二
鎮
懐

一。
〈
実
是
御
裳
中
 
v所

 

 

 
以
行

人
、
敬

二
拝
此

石

こ
。

乃
作

レ
歌

日
、

 

 

か
け
ま

く

は
 
あ

や

に
畏

し

 
足
日

女

 
神

の
命

韓

国
を

 
向

け

 

 
平

ら

げ

て
 

弥

許

々
呂

遠
 

斯

豆

迷

多

麻

布

等
 
斎

ひ
た

ま

ひ
し

 

 
真

玉
な

す

 
二

つ
の
石
を

 
世

の
人

に
 

示
し

た
ま

ひ
て
 
万
代

に

 

 
言

ひ
継

ぐ

か
ね
と
 

海

の
底

 
沖

つ
深
江

の
 
海

上

の
 

子
負

の
原

 

 

に
 

御

手
つ

か
ら
 

置

か
し

た
ま

ひ
て
 
神

な

が
ら
 
神

さ
び

い
ま

 

 

す
 
奇

し
御
魂

 
今

の
を

つ
づ

に
 
貴

き
う

か
む

(
五

・
八

一
三
)

 

 
天

地

の
共

に
久

し
く

言

ひ
継
げ

と

こ
の
奇

し
御
魂

敷

か
し
け

ら
し
も

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

(
五

・
八

一
四
)

 

 

 
右
事

伝
言
、

那

珂
郡
伊

知
郷

蓑
嶋

人
建

部
牛
麻

呂

是
也
。

 

息
長

足

日
女
命
、

即

ち
神
功

皇
后

が
新

羅
征

討

に
向

か
う

に
、

陣
痛

に

襲

わ

れ
、
こ
れ
を

鎮

め
る
た

め

に
石
を

用

い
た
と

い
う
説
話

が
、
古

事

記

・

日
本
書

紀

・
風

土
記

に
載

せ
ら

れ
て

い
る

こ
と
は
周

知

の
通

り

で
あ

る
。

や

や
煩
雑

に
な

る
嫌

い
も

あ

る
が
、

以
下

に
そ

れ
ぞ
れ

の
伝
承

を

示
し

て

お
く
。

 

A
時

に
、
適

皇
后

の
開

胎

に
当

れ

り
。
皇

后
、
則

ち
石

を
取

り

て
腰

に

 

 

挿

み
、
祈

り
て

曰
は
く

、
「
事
寛

へ
て
還
ら

む
日

に
、
弦
土

に
産

れ

た

 

 

ま

へ
」

と

の
た
ま

ふ
。
其

の
石

、
今

し
伊
都

県

の
道

辺

に
在

り
。

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

(神

功
皇

后
摂

政
前

紀
)

 

B
故
、

其

の
政
未

だ
寛

へ
ざ

り
し

間

に
、

其

の
懐

妊

み
た

ま

ふ
が
産

れ

 

 

ま

さ
む

と
し

き
。
即

ち
御
腹

を
鎮

め
た
ま

は
む
と
為

て
、

石

を
取

り

 

 

て
御
裳

の
腰

に
纒

か
し

て
、
筑

紫
国

に
渡

り
ま
し

て
、
其

の
御

子

は

 

 

阿
禮

坐

し

つ
。
〈阿
禮
の
二
字
は
音
を
以
ゐ
よ
。〉
故
、
其

の
御

子

の
生

れ

ま

 

 

し

し
地

を
号

け

て
宇

美

と
謂

ふ
。
亦
其

の
御
裳

に
纒

き

た
ま

ひ
し
石

 

 

は
、

筑
紫

国

の
伊
斗

村

に
在

り
。 

 

 
 

 

(古

事
記

、
中

巻
)

 

C
逸
都

の
県
。
子
饗

の
原
。
石
両

穎
あ

り
。

一
は
、
片
長

さ

一
尺
二
寸
、

 

 

周

り

一
尺

八
寸

、

一
は
、

長

さ

一
尺

一
寸
、

周
り

一
尺

八
寸

な
り
。

 

 

色
白

く
鞭

く

、
円

な
る

こ
と
磨

成

け
る
が
如

し
。
俗

、
伝

へ
て
云

は

 

 

く

「
息
長

足

比
売

の
命
、

新
羅

を
伐

た
む

と
し
た

ま

ひ
て
、

軍
を
閲

 

 

は
し
た

ま

ひ
し
際
、

懐
娠

み
た
ま

ひ
て
、
漸

に
動

き
き

。
時

に
、
両

 

 

の
石
を

取
り

裾

の
腰

に
挿

著

み
た

ま

ひ
て
、
遂

に
新
羅

を
襲

ち
た

ま

 

 

ふ
。
凱
旋

之

日
、
芋
淵

野

に
至

り
た
ま

ふ

に
、
太

子
誕
生

れ

ま
せ

り
。

 

 

こ

の
因
縁

あ

り

て
、
芋

淵

野
と

日

ふ
。
〈産
を
謂
ひ
て
芋
淵
と
い
ふ
は
、
風

 

 

俗
の
言
詞
の
み
。〉」
と

い

へ
り
。
俗

間

の
婦

人
、
忽
然

に
娠
動

け
ば

、
裾

 

 

の
腰

に
石

を
挿

み
、
厭

ひ
て
時
を

延
ば

し
む

と

い
ふ

は
、
蓋

し

こ
れ

 

 

に
由

る
か
。
 

 

 
 

 

 

(筑
紫

国
風
土

記
、

子
饗
原

、
芋

淵
野

)
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D
恰

土

の
郡
。

児
饗

野
。
〈郡
の
西
の
か
た
に
あ
り
。〉
こ
の
野

の
西

に
白

き

 

 

石

二
穎

あ

り
。
〈
一
穎
は
長
さ

一
尺
二
寸
、
大
き
さ

一
尺
、
重
さ
四
十

一
斤
な
り
。

 

 

一
穎
は
、
長
さ

一
尺

一
寸
、
大
き
さ

一
尺
、
重
さ
三
十
九
斤
な
り
。V
襲
者

、
気

 

 
長

足
姫
尊

、
新

羅

を
征
伐

た

む
と
し

て
こ

の
村

に
到

り

た
ま

ひ
し

と

 

 

き
、
御
身

妊

み
た

ま

ひ
て
、
忽

に
誕
生

れ

ま
さ
む

と
し

き
。
登

時
、

 

 

こ

の
二
穎

の
石
を
取

ら

し
、
御

腰

に
挿

み

た
ま

ひ
、

祈

ひ
て

日
り

た

 

 

ま
は
く

、

「朕

、
西

の
堺

を
定

め
む

と
し

て
こ

の
野

に
来
着

た

る

に
、

 

 
皇

子
を

妊

め
り
。
、
若

し

こ
れ
神

に
し

ま
さ
ば
凱

旋

り
し
後

に
誕

生

れ

 

 

ま
す

そ
可

き
」

と

の
り

た
ま

ふ
。
遂

に
西

の
堺
を
定

め

た
ま

ひ
、
還

 

 

り
来

り
て
即

ち
産

み
た

ま
ふ
。

謂

ゆ
る
誉

田

の
天
皇

、
是

な

り
。
時

 

 

の
人
、

其

の
石
を
号

け

て
皇

子
産

の
石

と

日
ひ
き
。

今
、

詑

り
て
児

 

 
饗

の
石

と
謂

ふ
。

 

 

 
 

 

 
 

 
(筑
前

国
風

土
記

、
児
饗

野
、

児
饗

の
石

(甲
類

)
)

 

右

に
引
用

し

た
伝

承

で
は
、

そ
れ

ぞ
れ
、

神
功
皇

后

が
新
羅

遠
征

に
向

か
う
時

に
皇

子
が
生

ま

れ
そ
う

に
な

っ
た

と

い
う

こ
と

が
明
確

に
記

さ

れ

て

い
る

(傍
点

部
)
。

 

こ
れ

に
比

し

て
、

「
鎮
懐

石
歌

」
前

文
が
記

す
古

老

の
伝

承

に
は
、

神
功

皇
后
が
新
羅
を
征
伐
し
た
時
に
ー

「往
者
息
長
足
日
女
命
、
征
二討
新
羅

国

一之

時
」
、

石
を
袖

の
中

に
挿

し
挟

ん

で

「鎮

懐
」
と
し

た
 

 

「
用

二薙

両
石

一、
挿

二著

御
袖

之
中

一、

以
為

二鎮

懐

己
、

と
だ
け

記

さ
れ

て

い
て
、

一
読

し
た

と
こ

ろ
出

産

の

こ
と
は
書

か

れ
て

い
な

い
よ

う

に
見
え

る
。

こ

の
こ
と

に
関

し

て
、

澤
潟

久
孝

氏

は
、
前
文

に
見

ら

れ
る

「鎮

懐
」

の
語

が
、

長
歌

の

「
御

心
を
鎮

め

た
ま

ふ
」

に
対

応

す
る
も

の
で
あ

る
と
説

い

た
上

で
、

 

 
古

事
記

以
下

の
諸
本

に
伝

へ
る
と

こ
ろ
は
、

皇
后
懐

妊

の
事

が
あ

っ

 

 

て
、
ご

出
産

延
期

の
為

に

こ
の
霊

石

を
裳

の
腰

に
着

け

る

と

い
う

ふ

 

 

う

に
な

っ
て
を
り
、

筑
紫

風
土

記

の
如

き

は
生
産
延

期

の
ま
じ
な

ひ

 

 

と
し

て
後

世

に
も

行

は
れ

た
や

う

に
記

さ

れ
、
古

事

記

も

「
鎮

二御

 

 
腹

一」
と
あ

る
の

で
、

こ
こ
で
も

さ
う

い
ふ
意
味

に
解

釈

さ
れ

が
ち

で
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あ

る
。

し

か
し

こ
こ
を

さ
う
と

る

の
は
無

理

で
あ

る
。

と
述

べ
ら

れ
、
佐
佐

木
信

綱
氏

『
評
釈

万
葉
集

』

の

コ
ニ
韓

を
平
定

し

て

御

心

を
安

ら
か

に
し
た

ま
ふ

の
意
。
」

と
す

る
見
解

を
正

し

き
も

の
と

し
、

「
歌
詞

は
歌

詞

と
し

て
の
正

し

い
解
釈

の
上

に
立

つ
べ
き
」

で
あ

る

こ
と

を
説

か
れ

る
。

 

だ

が
、

こ
れ

に
関

し

て
は
記

紀
以

下

の
伝

承

と
同
じ
く

見

る

べ
き
と

の

大

谷
雅

夫
氏

の
反
論

が

あ
る
。

こ

の
前

文

に
お

い
て
、
石

の
用
途

は

「
以

為

二
鎮
懐

一」
と
あ

り
、

「懐

を
鎮

め

る
」
た

め
に
石

は
用

い
ら

れ
た

と

い
う

。

こ

の

「懐

」
は
、

「
コ

コ
ロ
」
と

い
う

訓
を
持

つ
他

、
「
懐

妊
」

「
懐

子
」
な

ど

の
熟

語

を
作

り
、
類
聚

名
義

抄

に
は

「
ハ
ラ

ム
」

の
訓

が

載

せ
ら
れ

て

い
る
。

こ
れ
ら

の
こ
と

か
ら
氏

は
、

「
鎮
懐
」
が

「
出
産

の
痛

み
を
抑

え

る

の
意

で
あ

る

こ
と
は
明

ら

か
で
あ

ろ
う
」
と
述

べ
ら
れ

る
。

「
痛

み
」
ま

で

を
読

み
取

り
得

る
か

に
関

し

て
は

な
お
慎
重

で
あ

り

た

い
が

、

「鎮

懐
」
が

「
懐

(
ハ
ラ

ム
)

こ

と
を
鎮

め
る
」

と

の
意

味
を

持

ち
、

前

文
が

記
紀

・

風
土
記

と

同

一
の
伝
承

で
あ

る
と
把

握
す

る

こ
と
も
充

分
可

能
な

こ

と
で

あ

る
。

 

な

お
付

言
す

れ
ば
、
当

該
前

文

に
引

か
れ
た
古

老

の
伝
承

そ

の
も

の

に

つ
い
て
は

「
鎮
懐

」

に
対
す

る
解
釈

が
多

様

に
あ

り
得

る
た

め
、

記
紀

・

風
土

記

の
伝
承

と
は
別
物

で
あ
る

可
能
性

も
捨

て
き

れ
な

い
。

 

こ
こ

で
、

前
文

の

「鎮

懐
」

の
意

を
決
定

す

る

の
は
、

そ

の
割

注

で
あ

る
。

こ
れ

が
憶
良

の
作

品

で
あ
り
、

か

つ
原
資
料

の
姿

を
よ

く
残

し

て

い
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る
巻

五

に
収
載

さ
れ

て

い
る
作

品

で
あ

る
と

い
う

こ
と
を
勘

案
す

れ
ば
、

当

該
前
文

に
記

さ
れ

る
割

注

も
、

「沈

痢
自

哀
文

」

や

「
悲

二
歎
俗
道

假
合

即
離
易

レ去

難

ワ留

詩
」

の
序
文

と
同

様

に
憶
良

の
手

に
な

る
自
注

で
あ

っ

た
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

 

割
注

で
は
、
石
を
袖
中

に
挿

し
挟

ん
だ

と
す

る
古
老

の
伝

承

に
対

し

て
、

「
実
是
御

裳
中
 

」

と
記

さ
れ

る
。
古
老

の
伝

承
を

前
文

に
引
用

す

る
憶

良

が
、

「
神
功
皇

后
が

石
を
挿

し
挟

ん
だ

の
は
、
実

は
袖

の
中

で
は
な

く
、

裳

の
中

な

の
で
あ
る
」

と
修

正
を
加

え

て

い
る

の
で
あ

る
。

石

を
挿

し
挟

ん
だ
場

所
を
記
紀

・
風

土
記

で
見

る
と

、

い
ず

れ
も
裳

あ

る

い
は
腰

で
あ

る
。

つ
ま
り
、

憶
良

は
古
老

の
伝

承

に
対

し

て
記
紀

・
風

土
記

に
見

ら
れ

る
如

き
伝

承

に
よ

っ
て

「
実

は
」

と
注

を
加

え
る

の
で
あ

っ
て
、

こ
こ

で

は
古
老

の
伝

え
を
、
出

産
を
鎮

め

た
伝
承

と

し
て
受

け
止

め
よ

う
と

し

て
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い
る

こ
と
が
明

ら

か
で
あ

る
。

で
あ

れ
ば

、
長

歌

に
見

え
る

「御

心

を
鎮

め
た

ま
ふ

と
」

の
句

に
よ

っ
て
前

文

の

「
鎮
懐

」

の

「
懐

」

に

コ

コ
ロ
の

訓
を

そ

の
ま

ま
宛

て
る

こ
と
は
出

来
な

く
な

る
。

 

つ
ま
り
前
文

で
は

、
「
懐
」

の
字

を

「
ハ
ラ

ム
」
の
意

に
あ
た

る
も

の

と

し

て
解

さ

せ
よ
う
と

し
、

こ
れ

に
続

く
和

歌

で

は
、

こ
の

「
懐

」

の
字
を

「
コ
コ
ロ
」

と
訓
じ

て
前
文

の

「
鎮
懐

」
を

「
御

心
を
鎮

め

た
ま

ふ
」

と

承

け

る

と

い
う

対

応

関

係

を

も

っ
て

記

さ

れ

て

い
る

と

い
う

こ

と

に

な

る
。
中
西
進

氏

は
、
両
者

の
関

係
を

、

 

 
序

の
鎮
懐

は

「
心
体

」
「
平
安

」
と

い
う

朧
化

と
う

け
取

る

こ
と
が

で

 

 

き
る

の
だ
が
、

こ

の
歌

で
は
、

さ
ら

に
そ

れ
を

「御

心
」

と
限

定

し

 

 
 

 

 
 

 

 

(21
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て
し

ま
う

の
で
あ

る
。

と
述

べ
ら

れ
る
。
氏

が

「
鎮
懐

」
を

朧
化

と
取

る

の
は

「
懐
」

字

の
多
義

性

に
か

か

っ
て

お
り
、
歌

が

コ
コ

ロ
に
限
定

す

る
と

い
う

の
は
、

そ

の
多

義

性

の
中

か
ら

一
つ
の
訓
を

選
び
出

す

と

い
う
こ

と

に
他

な

ら
な

い
。
実

際
、
前

文

に
お

い
て

は
、
大

谷
氏

の
指
摘

の
如

く

「懐

」

は

「
ハ
ラ
ム
」

こ
と

に
限
定

さ

れ

て

い
る

の
だ

が
、
前

文

に

ハ
ラ

ム
と
も

コ

コ

ロ
と
も
訓

じ
得

る

「懐

」

の
字

を
用

い
た

こ
と

に
よ

っ
て
、
前

文

か
ら

長
歌

へ
と

い

う
中

で
、

妊
娠

か
ら
御

心

へ
と

い
う
転

化
が

可
能

に
な

っ
た

の

で
あ
る
。

ハ
ラ

ム
に
あ
た

る
漢
字

は
、

「
懐
」

の
他

、

「娠

・
妊

・
胎

・
孕
」

が
名
義

抄

に
は
挙
げ

ら

れ

て

い
る

が
、

こ
れ

ら

の
う

ち
、
他

の
ど

の
字

で
も
な

く

「懐

」

の
字

を

用

い
る

こ
と

で
、

こ
の
よ
う

な
転
化

を
可

能

と
し

て

い
る

の
で
あ

る
。
長

歌

に
見

る

「
心

を
鎮

め
る
」

と

は
、
例

え
ば
新

室
寿

詞

に

「築

き
立

つ
る
稚
室
葛

根
、

築

き
立

つ
る
柱

は
、

此

の
家

長

の
御

心

の
鎮

 
(22
)

な

り
。
」

の
例

が
あ

る
他
、

集
中

に
は
、

 

 

真
木

柱
太

き
心

は
あ

り
し

か
ど

こ

の
我

が
心
鎮

め

か
ね

つ
も

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

(
二

・

一
九
〇

)

の
用
例

が
見

ら
れ

る
。
前

者

で
は
、
安

定

し
た
柱

に
言
寄

せ

て
そ

の
家

主

の
心

の
平
穏

を
言
祝
ぎ

、

後
者

で

は
草

壁
皇

子

の
逝

い
た
際

に
そ

の
舎

人

が

「
真
木

柱

の
如

き
し

っ
か
り

と
し

た
心

を
持

っ
て

い
た
筈

な

の

に
、

皇

子

の
死

で
動
揺

す

る
自
分

の
心

を
鎮

め

る
こ
と

が
で
き

ぬ
」

と
歌

う
。

心

を
鎮

め
る

と
は
、
不

安
定

な
心

の
動
揺

を

し

っ
か
り

と
安

定

さ

せ
る
意

で

あ

り
、
当

該
歌

の

「
御
心

を
鎮

め

た
ま

ふ
」
と

は

「
懐

(
ハ
ラ

ム

・
ハ
ラ

ミ
タ

マ

ヘ
ル

コ
ト
)
」
を
鎮

め

る
こ

と

に
よ

っ
て
、

心

の
安
定

を
得

た

こ
と

を
指

す
こ

と

に
な

る
。

つ
ま

り
、
出

産
を
鎮

め
る

こ
と
は
同

時

に
そ

の
御

心
を
鎮

め

る
こ
と

で
も
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

四
 
漢
文
と
和
歌
の
並
列

如

上

に
見

て
き
た

こ
と
を
確

認

し

て
お
き

た

い
。

ま
ず
、

領

巾
魔

嶺
歌
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群

に
お

い
て
は
、
そ

の
前

文

の

「
魔

」
字

に
フ

ル
と

い
う
佐

用

姫

の
具
体

的

行

為

を

の

み
背
負

わ

せ
、

そ

の
字

義

よ

り

現

れ

て
く

る
佐

用
姫

の
目

的

・
意

図
と

い
う
心
情

に
関

わ
る
部

分
が

和
歌

の
上

で
表
現

さ

れ
た
。

 

鎮
懐

石
歌

の
場
合
も

こ
れ

と
同
様

に
、
前

文

に
お
け

る

「
鎮
懐

」
は

「懐

(
ハ
ラ
ム
)
」
こ
と
を

「
鎮
」
め
る

と

い
う

具
体
的

行
為

に
限

定
的

に
用

い

ら
れ
、

こ
れ

に
対
し

て
、
和
歌

の
上

で
、

「
懐
」
の
字
義

か
ら
多
層

的

に
現

れ
る
も

う

一
つ
の
意

で
あ

る

コ
コ

ロ
を
和

訓

と
し

て
取

り
出

し

、
表

現
す

る
。

 

両
者

は
と
も

に
、
伝

承
的
事

実
を

語

る
漢
文

に
お

い
て

「
魔
」

「
懐
」
を

具
体
的

な
事
象

に
特
化

さ
せ

な
が

ら
、
そ

の
事
象

に
と
も
な

う

心
情

を
、

「
摩
」

「懐

」
の
字
義

か
ら
導

き
出

し
て
和

歌

の
上

に
あ

ら

わ
す
。

こ
こ
で

は
、

一
つ
の
漢
字

に
対

し

て
二

つ
以

上

の
和

訓

が
あ

る
と

い
う
字

義

の
重

層

性
を
利

用
し

て
、

一
方

の
事

象
面

を
表

す
和
訓

を
漢

文

に
振

り
分

け
、

他

方

の
心
情
面

を
表
す
和

訓
を

和
歌

に
振

り
分

け
る

と

い
う

こ
と
を

し
て

い
る

の
で
あ

る
。

 

そ

し
て
そ

の
こ
と

に
よ

っ
て
、
憶
良

や
旅

人

た
ち
筑

紫
万

葉
歌

人

た
ち

は
、

一
つ
の
事
象

-

一
つ
の
漢

字

と
も
言

い
う

る

ー
を
、
漢

文

に

お
い
て

外

的
事
象

面

か
ら
、
ま

た
、
和

歌

に
お

い
て
心
情

面

か
ら
、

同
時

に
照

ら

し
出
す

と

い
う
方

法
を
試

み
て

い
る

の
で
あ

る
。

 

と
も

に
、
伝
承

を
語

る
前
文

と
和

歌
と

い
う
組

み
合

わ

せ
で
構

成

さ
れ

る
領
巾
魔

嶺
歌
群

と
鎮
懐

石
歌

と

は
、
漢
文

・
和

歌

と

い
う

、

い
わ
ば

異

言

語

と
も
言

い
う
る

二

つ
の
言

葉
を

並
列

さ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て
、

一
つ

の
出
来
事

を
多
面

的

に
表

現
す

る
。

そ
れ

ら
を
繋

ぐ

も

の
が

、

一
つ
の
漢

字

、

「魔

」

で
あ

り
、

「懐

」

で
あ

っ
た
。

 

こ

れ
ら

の
こ
と
か
ら
更

に
発

展
し

て
、
旅

人

や
憶
良

に
と

っ
て

の
和

歌

と

は
何

で
あ

っ
た

か
、
漢

文

と
は
何

で
あ

っ
た

の
か
、

と

い

っ
た
彼

ら

に

と

っ
て

の
言

葉

と
は
何

か
、
あ

る

い
は
、

一
つ
の
漢
字

を
多

角
的

に
表

現

す

る
こ
と

で
何

を
実

現

さ
せ

よ
う

と
し

て

い
た

の
か
、

と

い

っ
た
問
題

な

ど
も

浮
上

し
て
く

る
が
、

そ

れ
ら

は
今
後

の
課

題

と
し

て
お
き

た

い
。

註(1
) 

犬
飼
隆
氏

「声

の
記
録
と
文
字

に
よ
る
表
現
」

(「上
代
文
学
」
第

八
四
号

・

 

 
平
成
12
年
4
月
)

(2
) 

稲
岡
耕
二
氏

『万
葉
表
記
論
』

(昭
和

51
年

H
月

・塙

書
房
)、

『人
麻
呂

の
表

 

 
現
世
界
』

(平
成

3
年

・
岩
波
書

店
)
な
ど
。

(3
) 

前
掲
、
稲
岡
耕

二
氏

『人
麻
呂

の
表
現

世
界
』

(4
) 

原
田
貞
義
氏

「記
載
文
学
と
し

て
の
万
葉
集

-
旅
人
と
憶

良

の
歌
風

の
特
色

 

 
ー
」

(『万
葉
集
研
究
』

二
三
集

・
平
成

H
年

11
月

・
塙

書
房

)、

『読

み
歌

の
成

 

 
立

-
大
伴
旅
人
と
山
上
憶
良
』

(平
成
13
年

5
月

・
翰
林
書
房
)

に
所
収

。

(5
) 

乙
類
風
土
記

の
場
合
そ

の
書
名

は

『筑
紫

国
風
土
記
』
と
あ
る

べ
き

で
あ
ろ

 

 
う
が
、
『万
葉
集
註
釈
』
に
引

か
れ
た
際

の
名
称

『肥
前

国
風
土
記
』
を
そ

の
ま

 

 
ま
用

い
て
お
く
。

(6
) 

風
土
記

の
引
用
は

『新
編
古
典
文
学
全
集

 
風
土
記
』

(小
学
館

・平
成

9
年

 

 
10
月
)

に
よ
る
。

(7
) 

「摺
」
が
ヒ

レ
と
読
ま
れ

る
こ
と
は
、
例

え
ば

『播

磨
国
風
土
記
』
加
古
郡

 

 
に
、
「此
岡
有

二比
礼
墓

一。
所
三以
号

二摺
墓
者

一、
…

(以
下
略
)
」
と
あ
る

こ
と

 

 
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

(8
) 

伊
藤
博
氏

『萬
葉
集
繹
注
 
三
』

(集
英
社

・
平
成

8
年

5
月

)。
な

お
、
括

 

 
弧
内
は
引
用
者
。

(9
) 

井
村
哲
夫
氏

「松
浦

の
虚
構

1
仙
女

と
佐
用
姫
と
」

(『万
葉
集
物
語
』
昭
和

 

 
52
年
6
月
)。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
す

べ
て
の
歌
を
憶
良
の
作
と
し

て
見

る
か
否

か

 

 
は
、
氏
自
身
が

『萬
葉
集
全
注

 
巻
第

五
』

(有
斐
閣

・昭
和
59
年
6
月
)

に
お

 

 
い
て
、
④
⑤
を
憶
良
作
、
①
～
③
を
旅
人

周
辺
の
人
物

の
作
と

み
る
論
を
提
出

 

 
さ
れ
て

い
る
。

(10
) 

と
は

い
え
、

こ
の
前
文
が
全
文
訓
読
作

文
で
あ

っ
た
か
ど
う

か
ま

で
は
、
判
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別

し
が
た

い
。

た
だ
し
少
な
く
と
も
、
地
名
ヒ

レ
フ
リ
ノ
ミ
ネ
の
由
来

と
し
て

 
 

「魔
」

と

い
う
行
為
が
あ
る

の
で
あ

っ
て
、
こ
の
部
分

が
訓
読

さ
れ
た
こ
と
は

 
 
確
実

と

い
え
る
。
な
お
、
漢
文

に
対
す
る
訓
読

・
音
読

の
認
定

は
、
廣

岡
義

隆

 
 
氏

「
漢
文
脈
と
和
文
脈
ー
風
土
記

の
訓
読
か
ら
ー
」

(「
美
夫

君
志
」
第
56
号

・

 
 
平
成

10
年

3
月
)
の
風
土
記

に
対
す
る
音
訓
の
認
定
方

法
を
参

考
と
さ
せ
て
頂

 
 
い
た
。

(11
) 

な
お
、

当
該
歌
群
の

「後
人
」
を

「後
世
の
人
」
の
立
場
を
装

っ
た
も
の
と

 
 
し
て
解
釈

す
る
論
は
、
早
く
、
窪
田
空
穂
氏

『萬

葉
集

評
繹
』

の
論
が
あ
る
。

 
 
近
く
は
、

広
川
晶
輝
氏

「「領
巾
鷹
嶺
歌
群
」

に
つ
い
て
」

(上
代
文
学
会
大
会

 
 
口
頭

発
表

・
平
成
13
年
5
月
)

に
よ

っ
て
、
当
該
歌
群

が

「後

人
」
に
よ

っ
て

 
 
伝

承
さ
れ
て

い
く
過
程
を
構
成
と
し
て
表
現
し
た
作

品
で
あ
る
と
の
論
が
提
示

 
 
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
稿
者
も

こ
れ
を

「後
人
追

和
」
の
方

法
と
し
て
、
松
浦
遣

 
 
遥
歌
群

の

「後

人
追

和
」
と
あ
わ
せ
て
、
後
人
を
装

う
こ
と
で
空
間
的
に
、
あ

 
 
る

い
は
時

間
的

に
虚
構
世
界
を
拡
充
す
る
と

い
う
方
法
と
し
て
論
じ
た

(
慶
應

 
 
義
塾
大
学

国
文
学
研
究
会

・
平
成
13
年

6
月
、
お
よ
び
美
夫

君
志
会
万
葉
ゼ
ミ

 
 
ナ
ー

ル
・平
成

13
年

9
月
)
。

こ
れ

に
関
し
て
は
、
早

い
時

期

に
論
考
化
し
た

い

 
 
と
考

え
て

い
る
。

(12
) 

目
録
に

「山
上
憶
良
詠
鎮
懐
石
歌

}
首

〈井
短

歌
〉
」
と
記
す
。

こ
れ
が
、
表

 
 
記
の
上
か
ら
も
憶
良

の
作

に
間
違

い
な

い
こ
と
は
、
稲
岡
耕

二
氏

『万
葉
表
記

 
 
論
』

(塙
書
房

・昭
和
51
年
11
月
)、

「鎮
懐
石
歌
の
筆
録
」

の
論
で
明
ら
か

に
さ

 
 
れ
て

い
る
。

(13
) 

日
本
書

紀

の
訓
読
は

『新
編
日
本
古
典
全
集
 
日
本
書
紀
1
』

(小

学
館

・平

 
 
成

6
年

4
月
)

に
ょ
る
。

(14
) 
古

事
記

の
訓
読
は

『日
本
古
典
文
学
大
系
 
古
事
記

・祝

詞
』

(岩
波
書
店

・

 
 
昭
和

33
年

6
月
)

に
ょ
る
。

(15
) 

澤
潟
久
孝
氏

『萬
葉
集
註
釈

 
五
』

(中
央

公
論
社

・
昭
和

35
年

2
月
)

(16
) 

佐
佐
木
信
綱
氏

『評
釈
万
葉
集
 
巻

二
』

(『佐
佐
木
信
綱
全
集
 
巻

二
』
六

 
 
興
出

版
社

・
昭
和
24
年
)

(17
) 

大
谷
雅
夫
氏
「鎮
懐

石
の
歌
」

(『セ
ミ
ナ
ー
万
葉

の
歌
人

と
作
品
 

第
五
巻
』

 
 
平
成
12
年
9
月

・
和
泉
書
院
)

(18
) 

図
書
寮
本

・
観
智
院
本
と

も
に

「
ハ
ラ
ム
」

の
訓
が
あ

る
。

(19
V 

そ

の
点
、

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
 
萬
葉
集
2
』

(小
学
館

・
平
成

7
年

 
 
4
月

)
が
、

「「実

は
」

と
あ

る
の
は
、
憶
良

が
口
碑

の
類

よ
り
記
録
を
重

じ
て

 
 
い
る
こ
と
を
示
す
」
と
の
注
を
記

す
。
肯

う

べ
き
も
の
と
思
わ
れ

る
。

(20
) 

大

谷
雅
夫
氏

は
以
下
の
よ
う
に
論

じ
て
お
ら
れ
る
。
「序
文

の

「鎮
懐
」
と
長

 
 
歌

の

「御
心
を
鎮
め
た
ま
ふ
」
と

の
間

に
は
、
漢
語

「懐

」
に
和
語

「
コ
コ
ロ
」

 
 
を
充

て
る
と
い
う
訓
読
の
過
程
が
存

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、

そ
こ
に

 
 
は
訓

読
に
よ
る
意
味

の
屈
折

が
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
生
ぜ
ざ
る
を
得

な

い
。

 
 
序
文

の

「鎮
懐
」
す
な
わ
ち
腹

の
痛
み
を
抑
え
る

こ
と

に
対
し

て
、

長
歌

の
「御

 
 
心

を
鎮
め
た
ま
ふ
」
は
、
よ
り

一
般
的

で
間
接
的
な
、
即
ち
歌
詞

ら
し

い
朧

化

 
 
し

た
表

現
と
な
る
の
で
あ
る
。」

(前
掲
論
文

(17
)
)

(21
) 

中

西
進
氏

「鎮
懐

石
の
歌
」
(『
山
上
憶

良
』

河
出

書
房
新
社

・
昭
和

48
年

6

 
 
月
/

『万
葉
論
集

』
第

八
巻

・
講
談
社

・
平
成

8
年

1
月
に
収
載
)

(22
) 

顕
宗

天
皇

即
位
前
紀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ま

つ
だ
ひ
ろ
し

・
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
生

)

 
 
付

記

本
稿

の

一
部
は
、
平
成
13
年
6
月
の
慶
應

義

塾
大
学
国
文
学
研
究
会
、

及
び
同
年

9
月

の
美

夫
君
志
会
万
葉
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
お
け
る

口
頭
発
表

の

}
部
を

も
と
に
し
て

い
る
。

両
発
表

に
お

い
て
諸
氏
よ
り
多
大
な
る
教
示
を
頂
く

こ
と
が
叶

っ
た
。
こ
こ

に
深
甚

の
謝
意
を
申
し
述

べ
る
次
第
で
あ
る
。
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